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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細胞を分離状態に貯留する細胞貯留部と、
　体腔内まで貫通形成された貫通孔に挿入可能な先端部と、
　該先端部に前記細胞貯留部に貯留されている細胞を供給する細胞供給部と、
　前記先端部に加圧されたガスを供給する加圧ガス供給装置とを備え、
　前記細胞供給部が、前記細胞貯留部と前記先端部とに接続され、前記細胞を前記ガスと
は独立して搬送する供給管を備え、
　前記供給管が、前記先端部内部の先端近傍に開口している細胞噴射装置。
【請求項２】
　前記先端部が、内視鏡の挿入部に形成されたチャネル内に挿入可能に設けられている請
求項１に記載の細胞噴射装置。
【請求項３】
　前記チャネルが、前記体腔内の臓器を焼灼可能な焼灼プローブを挿入可能であり、
　前記加圧ガス供給装置が、前記焼灼プローブによって焼灼された前記臓器に前記先端部
が対向配置された状態で前記ガスを供給する請求項２に記載の細胞噴射装置。
【請求項４】
　前記供給管が、Ｙ字管であり、二股に分かれている側の２本の管路が前記細胞供給部側
に配置され、分かれていない側の１本の管路が前記先端部側に配置されている請求項１か
ら請求項３のいずれかに記載の細胞噴射装置。
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【請求項５】
　前記先端部に、生体親和性の接着剤を供給する接着剤供給部が備えられている請求項１
から請求項４のいずれかに記載の細胞噴射装置。
【請求項６】
　前記先端部に、体腔内の空気を吸引する吸引手段が備えられている請求項１から請求項
５のいずれかに記載の細胞噴射装置。
【請求項７】
　前記細胞貯留部が、細胞を、生体親和性の液体内に浮遊させた状態で貯留している請求
項１から請求項６のいずれかに記載の細胞噴射装置。
【請求項８】
　細胞を分離状態に貯留する細胞貯留部と、
　体腔内まで貫通形成された貫通孔に挿入可能な挿入部を備える内視鏡装置と、
　該内視鏡装置の挿入部に設けられたチャネルの先端に前記細胞を供給する細胞供給部と
、
　前記チャネル内に、加圧されたガスを供給する加圧ガス供給装置とを備え、
　前記細胞供給部が、前記細胞貯留部と前記先端部とに接続され、前記細胞を前記ガスと
は独立して搬送する供給管を備え、
　前記供給管が、前記チャネル内部の先端近傍に開口している細胞噴射装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、心臓等の臓器の表面に細胞を噴射するための細胞噴射装置に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　従来、心筋梗塞や狭心症のような心臓疾患であって、薬剤による内科的な治療によって
も症状が改善しない、いわゆる薬剤不応性重症心不全の患者に対しては、骨髄等から採取
した幹細胞をin
vitroで培養して増殖させた後、培養容器から剥離して心臓内に直接注入する治療方法が
知られている（例えば、非特許文献１参照。）。
　しかし、幹細胞は、培養容器から剥離する際に、酵素反応によって接着因子を失い組織
への生着が極端に低下する。
【０００３】
　一方、例えば、瘢痕性角結膜症等の中度または重度の角膜疾患等の治療のために培養上
皮細胞シートが用いられている（例えば、特許文献１参照。）。また、火傷等の皮膚損傷
を治療するために、火傷により死滅した表皮を除去し、除去された部分をマスキングする
ために細胞シートが用いられている（例えば、特許文献２参照。）。細胞シートは、温度
により疎水性から親水性に急激に変化する性質を有する温度応答性ポリマー加工された培
養容器内において培養される。温度応答性ポリマーは、例えば、３７℃での培養時には、
疎水性を呈して、接着性の細胞を接着状態に維持して成長を促進し、剥離させるときには
、例えば、２０℃程度に冷却することにより、親水性に変化させ、培養容器から細胞シー
トを容易に剥離させることができる。
【０００４】
　温度応答性ポリマーを使用することにより、従来トリプシン等のタンパク質分解酵素を
用いて剥離させていた場合と比較すると、細胞に与える損傷が少なく、健全な状態の細胞
シートを製造することができるという利点がある。そして、このようにして剥離された細
胞シートは、培養容器の底面に設けられた温度応答性ポリマーの作用により剥離されたも
のであるため、細胞自体の接着性に変化はなく、組織への高い生着性を示すという利点が
ある。
【特許文献１】特開２００２－３３１０２５号公報
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【特許文献２】国際公開第０２／１０３４９パンフレット
【非特許文献１】財団法人先端医療振興財団、”診療のご案内”、[online]、平成１８年
１月５日検索、インターネット＜URL:http://www.ibri-kobe.org/01center/heart/heart1
.htm＞
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した角膜疾患の治療や、火傷時の皮膚の治療等のように、人体の外
部に露出する部位の治療に際しては、上記細胞シートを広げたままで、容易に患部に配置
することができるが、例えば、心臓疾患のように臓器の病変を治療する場合には、細胞シ
ートを体腔内に導入する必要があるという不都合がある。すなわち、細胞シートを広げた
まま導入するには、広い作業空間を確保するために、大きく開胸あるいは開腹して心臓等
の治療しようとする臓器を露出させなければならず、患者に対する侵襲性が高く、患者に
かかる負担が大きいという問題がある。
【０００６】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであって、体腔内に配置される臓器に対
し、患者への侵襲を低減しつつ細胞を生着させることができる細胞噴射装置を提供するこ
とを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明は以下の手段を提供する。
　本発明は、細胞を分離状態に貯留する細胞貯留部と、体腔内まで貫通形成された貫通孔
に挿入可能な先端部と、該先端部に前記細胞貯留部に貯留されている細胞を供給する細胞
供給部と、前記先端部に加圧されたガスを供給する加圧ガス供給装置とを備え、前記細胞
供給部が、前記細胞貯留部と前記先端部とに接続され、前記細胞を前記ガスとは独立して
搬送する供給管を備え、前記供給管が、前記先端部内部の先端近傍に開口している細胞噴
射装置を提供する。
【０００８】
　本発明によれば、体表に形成された貫通孔に先端部を挿入して、体腔内の臓器の表面に
先端部を近接配置し、細胞供給部を作動させることにより、細胞貯留部に貯留されている
細胞が先端部に供給される。この状態で加圧ガス供給装置を作動させることにより、先端
部に供給された細胞が加圧ガスにより臓器表面に向けて噴射される。ガスとしては、ＣＯ

２ガスあるいはＮ２ガスを用いることが好ましい。
【０００９】
　また、開胸あるいは開腹手術を行わないので、術後の癒着等の問題もなく、同一の臓器
に対して頻回に細胞を噴射する治療を行うことができる。
【００１０】
　上記発明においては、前記先端部が、内視鏡の挿入部に形成されたチャネル内に挿入可
能に設けられていることとしてもよい。
　このようにすることで、体表に形成された貫通孔に挿入された内視鏡の挿入部のチャネ
ルを介して先端部を体腔内に挿入し、先端部から細胞を臓器表面に向けて噴射することが
できる。これにより、内視鏡による患部の同定作業と細胞の噴射作業とを連続して行うこ
とが可能となり、作業時間を短縮することができる。また、内視鏡により患部への細胞の
吹き付け状態を観察しながら作業することが可能となる。
　また、上記発明においては、前記チャネルが、前記体腔内の臓器を焼灼可能な焼灼プロ
ーブを挿入可能であり、前記加圧ガス供給装置が、前記焼灼プローブによって焼灼された
前記臓器に前記先端部が対向配置された状態で前記ガスを供給することとしてもよい。
　また、上記発明においては、前記供給管が、Ｙ字管であり、二股に分かれている側の２
本の管路が前記細胞供給部側に配置され、分かれていない側の１本の管路が前記先端部側
に配置されていることとしてもよい。
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【００１１】
　また、上記発明においては、前記先端部に、生体親和性の接着剤を供給する接着剤供給
部が備えられていることとしてもよい。
　このようにすることで、接着剤供給部の作動により、生体親和性の接着剤を細胞の噴射
に先立って、あるいは細胞と同時に噴射され、細胞の臓器表面への生着を増進することが
できる。
【００１２】
　また、上記発明においては、前記先端部に、体腔内の空気を吸引する吸引手段が備えら
れていることとしてもよい。
　このようにすることで、吸引手段の作動により体腔内の空気が吸引される。先端部から
細胞を噴射することにより増加する体腔内の圧力上昇を抑制し、臓器にかかる負担を低減
することができる。
【００１３】
　また、上記発明においては、前記細胞貯留部が、細胞を、生体親和性の液体内に浮遊さ
せた状態で貯留していることとしてもよい。
　このようにすることで、接着性を有する細胞が生体親和性の液体内に分離された状態で
浮遊させられるので、比較的小径の先端部にも円滑に細胞を供給することができる。
【００１４】
　また、本発明は、細胞を分離状態に貯留する細胞貯留部と、体腔内まで貫通形成された
貫通孔に挿入可能な挿入部を備える内視鏡装置と、該内視鏡装置の挿入部に設けられたチ
ャネルの先端に前記細胞を供給する細胞供給部と、前記先端部に加圧されたガスを供給す
る加圧ガス供給装置とを備え、前記細胞供給部が、前記細胞貯留部と前記先端部とに接続
され、前記細胞を前記ガスとは独立して搬送する供給管を備え、前記供給管が、前記チャ
ネル内部の先端近傍に開口している細胞噴射装置を提供する。
 
【００１５】
　本発明によれば、貫通孔を介して内視鏡装置の挿入部を体腔内に挿入し、細胞供給部お
よび加圧ガス供給装置の作動により、細胞貯留部に貯留されている細胞を挿入部の先端か
ら臓器表面に噴射することができる。噴射に先立って細胞を吹き付けるべき患部を内視鏡
装置により同定し、より確実に患部に噴射することができる。
【００１６】
　上記発明の参考例においては、前記細胞供給部が、前記内視鏡装置の挿入部先端に着脱
可能に取り付けられる取付部と、該取付部と前記細胞貯留部との間に配置される供給管と
を備え、該供給管の一端は、前記細胞貯留部に接続され、他端は、前記取付部が挿入部先
端に取り付けられたときに、前記チャネルの先端開口に一致する位置に配置されることと
してもよい。
【００１７】
　このようにすることで、取付部を内視鏡装置の挿入部先端に取り付け、加圧ガス供給手
段を作動させることにより、チャネル内に加圧されたガスが供給され、チャネルの先端開
口に一致する位置に配置された供給管の一端から細胞貯留部に貯留されている細胞を加圧
されたガスの圧力により臓器の表面に噴射することができる。取付部を着脱可能とするこ
とにより、汎用的な内視鏡装置を使用することが可能となる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、体腔内に配置される臓器に対し、患者への侵襲を低減しつつ細胞を生
着させることができるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の第１の実施形態に係る細胞噴射装置１について、図１および図２を参照
して説明する。
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　本実施形態に係る細胞噴射装置１は、図１および図２に示されるように、細胞Ａを貯留
する細胞容器（細胞貯留部）２と、内視鏡装置３の挿入部４に設けられたチャネル５内に
挿入可能な外径寸法を有するノズル（先端部）６と、該ノズル６内に細胞Ａを供給する細
胞供給装置（細胞供給部）７と、ノズル６内に加圧されたガスＧを供給するガス供給装置
８とを備えている。
【００２０】
　細胞容器２には、例えば、細胞と浸透圧が同じ液体、好ましくは、生理食塩水、ブドウ
糖液、ＰＢＳ、ＭＥＭまたはＴｗｅｅｎ－８０のような生体親和性の高い液体Ｂが貯留さ
れ、前記細胞Ａが液体Ｂ内に浮遊した状態に保持されている。これにより、各細胞Ａは相
互に接着することなく分離状態に維持されるようになっている。なお、液体Ｂに界面活性
剤を添加してもよい。
【００２１】
　前記細胞供給装置７は、前記細胞容器２およびノズル６に接続された供給管９を備えて
いる。供給管９は、その一端が細胞容器２内に貯留されている細胞Ａを浮遊させた液体Ｂ
内に浸漬され、他端が前記ノズル６内部の先端部近傍に開口するように配置されている。
【００２２】
　前記加圧ガス供給装置８は、加圧されたＣＯ２ガスＧを供給するＣＯ２ガスボンベ１０
と、該ＣＯ２ガスボンベ１０と前記ノズル６とを接続する接続配管１１と、該接続配管１
１を開閉するバルブ１２とを備えている。バルブ１２を開状態に切り替えることにより、
ＣＯ２ガスボンベ１０内の加圧されたＣＯ２ガスＧを接続配管１１を介してノズル６内に
供給し、ノズル６の先端開口６ａから噴出させることができるようになっている。そして
、ノズル６内に発生する高速のＣＯ２ガスＧ流により、ノズル６内に開口する供給管９の
先端近傍を負圧にして供給管９内の細胞Ａを含む液体Ｂを吸引、吐出させることができる
ようになっている。
【００２３】
　なお、内視鏡装置３には、挿入部４の先端から照明光Ｌを出射する照明装置（例えば、
図示しない光源からの光を導くライトガイド）１３と、臓器Ｃ等における反射光を集光す
る対物光学系１４，１５と、該対物光学系１４，１５を介して集光された反射光を撮像す
るＣＣＤ等の撮像素子１６とが備えられている。また、挿入部４の先端には、超音波を発
生し、臓器Ｃ等から戻ってくるエコーを検出することで臓器Ｃ等の断層映像を取得可能な
超音波プローブ（図示略）が備えられている。
【００２４】
　また、挿入部４には、その長手方向に沿って、上述したように１以上のチャネル５が備
えられている。チャネル５は、鉗子（図示略）等を挿脱可能であるとともに、該チャネル
５を介して前記細胞噴射装置１のノズル６を臓器Ｃの表面に近接配置させることができる
。また、該チャネル５の後端に接続された吸引ポンプ１７により、チャネル５の先端開口
５ａから空気を吸引することができるようになっている。さらに、臓器Ｃ表面を焼灼する
焼灼プローブ（図示略）を前記チャネル５を介して臓器Ｃ表面近傍に配置することができ
るようになっている。
【００２５】
　このように構成された本実施形態に係る細胞噴射装置１の作用について、以下に説明す
る。
　本実施形態に係る細胞噴射装置１を用いて間葉系幹細胞の細胞Ａを臓器Ｃ、例えば、心
臓（以下、心臓Ｃともいう。）の表面に生着させるには、まず、肋骨Ｄ間に配置される皮
膚Ｅに内視鏡装置３の挿入部４を挿入可能な貫通孔Ｆを形成し、挿入部４の先端を体腔Ｈ
内に配置する。照明装置１３を作動させ体腔Ｈ内の心臓Ｃを照明し、心臓Ｃからの反射光
を対物光学系１４，１５およびＣＣＤ１６により撮像して取得された映像をモニタ（図示
略）に表示する。
【００２６】
　そして、モニタに表示された映像を見ながら、チャネル５を介して挿入された鉗子を操
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作して、心外膜Ｊを切断し、挿入部４の先端を心外膜Ｊ内の心嚢腔Ｋに挿入して心臓Ｃ表
面に近接させる。
　この状態で、超音波プローブを作動させ、心臓Ｃから戻るエコーを検出することで、心
臓Ｃの断層映像を取得しモニタに表示する。これにより、例えば、超音波断層映像の中で
動いていない部分を虚血部（患部）として同定することができる。
【００２７】
　次に、上記のようにして同定された心臓Ｃの虚血部に対し、焼灼プローブを近接配置さ
せて作動させ、虚血部に相当する心臓Ｃの表面を焼灼する。これにより、心臓Ｃ表面を乾
燥状態として細胞Ａの接着性を向上することができる。
【００２８】
　この状態で、内視鏡装置３の挿入部４のチャネル５を介して本実施形態に係る細胞噴射
装置１のノズル６を心嚢腔Ｋ内に挿入し、前記焼灼プローブによって焼灼された心臓Ｃ表
面の虚血部近傍に対向配置させる。そして、加圧ガス供給装置８を作動させ、バルブ１２
を開状態とすることにより、ＣＯ２ガスボンベ１０に封入されているＣＯ２ガスＧを、接
続配管１１を介してノズル６内に導き、ノズル６の先端開口６ａから噴射させる。
【００２９】
　これにより、ＣＯ２ガスＧの高速気流によってノズル６内が負圧となるので、供給管９
を介して細胞容器２内の細胞Ａが吸引され、ノズル６の先端開口６ａからＣＯ２ガスＧと
ともに噴射される。細胞Ａは、その一面に接着性を有しているので、ノズル６の先端開口
６ａから噴射され心臓Ｃ表面の虚血部に吹き付けられることにより接着させられ、高い確
率でそこに生着するようになる。
【００３０】
　このとき、同時に、チャネル５の後端に接続された吸引ポンプ１７を作動させ、チャネ
ル５の先端開口５ａから空気を吸引させる。このようにすることで、ＣＯ２ガスＧの噴射
により心嚢腔Ｋ内の圧力が上昇するのを吸引ポンプ１７による吸引によって抑制し、心臓
Ｃを始め、体腔Ｈ内の他の臓器に負担がかかるのを防止することができる。
　なお、吸引ポンプ１７による吸引を行う代わりに、図３に示されるように、チャネル５
の手元側開口部にドレインチューブ５′を接続し、ドレインチューブ５′の他端を液層Ｗ
に漬けるウォータシール法を用いてもよい。図中、符号２３はドレインタンクである。こ
のようにすることで、心嚢腔Ｋ内の圧力がある程度上昇すると、ドレインチューブ５′を
介して空気が流出し、心臓Ｃを始め、体腔Ｈ内の他の臓器に負担がかかるのを防止するこ
とができる。
【００３１】
　このように、本実施形態に係る細胞噴射装置１によれば、内視鏡装置３の挿入部４を挿
入可能な比較的小さい貫通孔Ｆを皮膚Ｅに設けるだけで済み、心臓Ｃ等の臓器を体外に露
出させるような大がかりな開胸手術や開腹手術を行う必要がないので、侵襲性が低く、局
所麻酔で行うことができ、患者にかかる負担を大幅に軽減することができる。したがって
、頻回に細胞Ａの噴射を行うことも可能となる。
　また、細胞Ａの噴射に先立って、臓器Ｃの表面を焼灼する前処理を施すので、細胞Ａの
接着性をさらに向上することができる。
【００３２】
　また、内視鏡装置３の挿入部４に設けられたチャネル５を介してノズル６を挿入するの
で、内視鏡装置３に備えられた種々の機能を同時に利用することができる。したがって、
細胞Ａを吹き付ける患部の位置を正確に同定し、患部の状態を確認し、心外膜Ｊの切開や
臓器Ｃ表面の焼灼等の前処理を確実に行うことができる。
【００３３】
　なお、本実施形態においては、ノズル６内に供給する加圧されたガスとしてＣＯ２ガス
Ｇを採用したが、これに代えて、Ｎ２ガス等の他の任意の無害なガスＧを採用することと
してもよい。また、本実施形態においては、ＣＯ２ガスＧの高速気流により発生する負圧
を利用してエゼクタと同様の原理によって細胞Ａを供給管９の先端から吸引することとし
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たが、これに代えて、供給管９に、細胞Ａを送り出す供給ポンプ（図示略）を配置するこ
ととしてもよい。
【００３４】
　また、供給管９をＹ字管として、二股に別れている側の２本の管路をノズル６の手元側
に、別れていない側１本の管路をノズル６の先端側に配置することとしてもよい（図示略
）。二股に別れている側の一方の管路から、まず生理食塩水を導入し、次に空気層、次い
で、細胞懸濁液、空気層、生理食塩水の順で導入する。圧力をかけてこれらを先端側に送
りながら、他方の管路を手元側で吸引する。管路が合流する部分まで細胞懸濁液が進行し
たら、吸引を止め、細胞懸濁液をノズル６から噴射させる。このようにすることで、細胞
懸濁液が供給管９の途中部分に残存することなく、効率よく細胞を吹き付けることができ
る。
【００３５】
　また、図４に示されるように、前記供給管９に並列して他の供給管９を配置し、硬化剤
容器１８に貯留されたトロンビンのような生体適合性の高い硬化剤Ｍを細胞Ａおよびフィ
ブリノーゲンＢ′とともに、あるいは細胞ＡとフィブリノーゲンＢ′の噴射に先立って、
臓器Ｃの表面に吹き付けておくことにしてもよい。図中、符号１９は硬化剤Ｍを供給する
供給管，符号２０，２１はそれぞれ、供給管９，１９を開閉するバルブである。図中、符
号１０２は細胞容器である。フィブリノーゲンＢ′およびトロンビンの濃度は、好ましく
は、トロンビン６９Ｕ／ｃｃのとき、フィブリノーゲンＢ′が２ｍｇ／ｃｃ以上、フィブ
リノーゲンＢ′が５ｍｇ／ｃｃのときトロンビン３５Ｕ／ｃｃ以上である。
【００３６】
　また、本実施形態においては、内視鏡装置３の挿入部４に設けられたチャネル５内にノ
ズル６を挿入し、ノズル６内に加圧されたＣＯ２ガスＧを供給することで細胞Ａを噴射す
ることとしたが、これに代えて、図５に示されるように、チャネル５自体をノズルとして
利用し、チャネル５内に直接ＣＯ２ガスＧを流通させることとしてもよい。この場合、Ｃ
Ｏ２ガスボンベ１０に接続する接続配管１１をチャネル５に直接接続することとすればよ
い。また、吸引ポンプ（図示略）による吸引は他のチャネル５を使用することとすればよ
い。
【００３７】
　また、本実施形態の参考例に係る細胞噴射装置１においては、チャネル５内を通して供
給管９を挿入部４の先端まで導くこととしたが、これに代えて、図６に示されるように、
細胞供給装置７が、内視鏡装置３の挿入部４先端に着脱可能に取り付けられるキャップ（
取付部）２２を備え、前記供給管９が、細胞容器２とキャップ２２との間に設けられてい
ることとしてもよい。挿入部４先端にキャップ２２が取り付けられた状態で、供給管９の
先端が、挿入部４のチャネル５の先端開口５ａに一致する位置に配置されるようになって
いる。
【００３８】
　これにより、チャネル５を介して供給された加圧されたＣＯ２ガスＧにより、供給管９
を介して供給された細胞Ａを臓器Ｃの表面に向けて噴射することができる。
　また、このように構成することにより、細胞Ａを噴射したい場合には、挿入部４の先端
にキャップ２２を固定するだけで済むので、汎用の内視鏡装置３をそのまま使用すること
ができる。
【００３９】
　また、本実施形態においては、内視鏡装置３との組合せにより、臓器Ｃの患部を確認し
ながら細胞Ａを噴射する細胞噴射装置１について説明したが、内視鏡装置３を用いること
なく、ノズル６自体を直接貫通孔Ｆを介して体腔Ｈ内に挿入し、細胞Ａを噴射することと
してもよい。
　また、細胞Ａを製造する間葉系幹細胞を月経血やヒト胎盤から採取することとしたが、
これに代えて、骨髄液から採取した間葉系幹細胞を採用してもよく、その他の細胞でもよ
い。また、細胞Ａは、シート状でもよいし、重層化していてもよい。
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【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の一実施形態に係る細胞噴射装置の全体構成を模式的に示す図である。
【図２】図１の細胞噴射装置を用いた細胞シート片の噴射作業を説明する図である。
【図３】図１の細胞噴射装置の第１の変形例を示す図である。
【図４】図１の細胞噴射装置の第２の変形例を示す図である。
【図５】図１の細胞噴射装置の第３の変形例を示す図である。
【図６】図１の細胞噴射装置の参考例を示す図である。
【符号の説明】
【００４１】
　Ａ　細胞
　Ｂ　液体
　Ｃ　心臓（臓器）
　Ｅ　皮膚
　Ｆ　貫通孔
　Ｇ　ＣＯ２ガス（ガス）
　Ｈ　体腔
　Ｍ　接着剤
　１　細胞噴射装置
　２　細胞容器（細胞貯留部）
　３　内視鏡装置（内視鏡）
　４　挿入部
　５　チャネル
　５ａ　先端開口
　６　ノズル（先端部）
　７　細胞供給装置（細胞供給部）
　８　加圧ガス供給装置
　９　供給管
　１７　吸引ポンプ（吸引手段）
　１８　接着剤容器（接着剤供給部）
　１９　供給管（接着剤供給部）
　２２　キャップ（取付部）
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